
  

2013 年度春季リーグ戦 

第２週 ４月 15 日 

３勝１敗 

2013 年度春季リーグ戦 

第２週 ４月 16 日 

４勝１敗 

        打安点 

(５)砂 川 ３００ 

(４)前 田 ３１０ 

(６)下 川 ３００ 

(８)江 越 ３１１ 

(７)齋 藤 ３１０ 

ＤＨ米 満 ２００ 

(２)木 下 ２００ 

(３)巻 木 ３１０ 

(９)伊藤修 ３００ 

         25４１ 

 

       打安責 

○今 永 32５０ 

打安点 

(５)砂 川 ５１０ 

(４)前 田 ５２０ 

(６)下 川 ３３２ 

(８)江 越 ４００ 

(７)齋 藤 ４３１ 

 ＤＨ長谷川 ２１１ 

 ＨＤ山 口 １００ 

(３)巻 木 ３００ 

(２)高橋亮 ３００ 

(９)伊藤修 ２００ 

 Ｈ９松 尾 ２００ 

     計 3410４ 

 

▽二塁打＝下川、齋藤 

 

      回  打安責 

 谷 中 ２  ９２０ 

○片 山 ７  25３０ 

青学大 ０００ ０００ ０００ ０ 

 駒 大 １００ ０００ ００× １ 

駒 大 ０２１ ０００ ０２０ ５ 

青学大 ０１０ ０００ ００Ｘ １ 

さ
ら
に
８
回
、
連
続
四

球
で
２
死
一
、
二
塁
と
す

る
と
、
こ
の
日
猛
打
賞
の

齋
藤
が
、
右
前
適
時
打
を

放
ち
、
一
人
生
還
す
る
。

右
翼
手
の
本
塁
へ
の
送
球

が
逸
れ
た
間
に
も
走
者
が

帰
還
。
２
点
を
追
加
し
、

投
手
陣
を
援
護
す
る
。 

３
回
か
ら
継
投
し
た
片
山

は
「
真
っ
直
ぐ
も
変
化
も

低
め
に
集
め
る
こ
と
が
出

来
た
」
と
７
回
を
３
安
打

に
抑
え
る
投
球
を
見
せ
、

リ
ー
グ
戦
１
年
ぶ
り
の
勝

ち
星
を
挙
げ
た
。 

こ
れ
で
チ
ー
ム
の
勝
ち

点
は
２
。
次
戦
の
亜
大
戦

で
勝
ち
点
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
25
季
ぶ
り

の
優
勝
も
み
え
て
く
る
。 

(

文
：
中
尾
彬
人) 

 

 

打
線
は
２
回
、
相
手
の
失
策

も
絡
み
、
２
死
満
塁
の
好
機
を

作
る
と
下
川
が
ア
ウ
ト
コ
ー
ス

の
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
右
前
に
運

び
、
２
点
を
先
制
。
３
回
に
は

齋
藤
導
久(

法
４)

、
長
谷
川
雄
飛

(

法
２)

ら
の
連
打
で
１
点
を
追

加
す
る
。 

１点を守り３勝目を挙げた今永 

(写真:高橋成美) 

 

 

先
発
の
今
永
昇
太(

経
３)

は
抜
群
の
安

定
感
を
見
せ
、
９
回
を
５
安
打
、
10
奪
三

振
に
抑
え
完
封
勝
利
。
初
回
に
挙
げ
た
１

点
を
守
り
切
り
、
勝
ち
星
を
挙
げ
た 

２
回
、
２
死
満
塁
か
ら
下
川

知
弥(

営
４)

の
右
前
適
時
打
で

先
制
す
る
と
、
３
回
、
８
回
に

も
追
加
点
を
挙
げ
る
。
３
回
か

ら
継
投
し
た
片
山
雄
貴(

経
３)

は
、
７
回
３
安
打
７
奪
三
振
無

失
点
と
好
投
し
、
昨
春
以
来
の

リ
ー
グ
戦
勝
利
を
飾
っ
た
。 

 

初
回
、
２
死
三
塁
の

場
面
で
、
江
越
大
賀(

法

４)

が
中
前
適
時
打
を

放
ち
先
制
す
る
。
勢
い

に
乗
り
た
い
打
線
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
は
相
手

先
発
の
岡
野(

２
年=

聖

光
学
院)

の
好
投
の
前

に
苦
し
み
、
追
加
点
を

挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な

い
。 

 

そ
れ
で
も
先
発
の
今

永
は
「
自
分
で
も
出
来

す
ぎ
」
と
話
し
た
よ
う

に
、
伸
び
の
あ
る
真
っ

直
ぐ
の
球
を
武
器
に
相 

 

る
。
逆
に
楽
し
み
な
が

ら
投
げ
れ
ば
い
い
と
思

う
」
と
冷
静
か
つ
強
気

な
姿
勢
を
貫
い
た
。 

 

今
永
は
１
勝
に
と
ど

ま
り
苦
し
ん
だ
昨
秋
と

は
う
っ
て
か
わ
り
、
完

全
復
活
と
も
い
え
る
投

球
を
み
せ
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
打
線
は
拓
大

と
の
１
戦
目
以
降
、
３

試
合
で
わ
ず
か
３
得
点

と
課
題
が
残
る
。
西
村

亮
監
督
も
「
打
線
を
工

夫
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
も
苦
し
い
試
合
と

な
る
」
と
厳
し
く
評
価 

し
た
。 

戦
力
は
そ
ろ
っ
て
い

る
。「
打
撃
の
駒
大
」
と

し
て
、
い
か
に
打
線
が

投
手
を
援
護
で
き
る
か

が
、
優
勝
へ
の
カ
ギ
と

な
り
そ
う
だ
。 

(

文
：
藤
本
一
輝) 

手
打
者
の
多
く
を
三

振
と
飛
球
に
打
ち
取

り
、
５
安
打
10
奪
三
振

で
完
封
勝
利
。
２
回
以

降
は
二
塁
す
ら
踏
ま

せ
な
い
圧
巻
の
投
球

で
接
戦
を
制
し
た
。 

３
試
合
連
続
の
完
封

勝
利
は
、
平
成
21
年
の

春
季
リ
ー
グ
で
、
東
浜

巨(

現
ソ
フ
ト
バ
ン
ク)

が
挙
げ
た
記
録
以
来

と
な
る
快
挙
。
大
記
録

を
前
に
し
て
も
、
今
永

は
「
そ
う
い
う
記
録
は

破
ら
れ
る
た
め
に
あ 

 

 

←
コ
ー
ス
を
突
い
た
好

投
で
活
躍
し
た
片
山 

(

写
真
：
藤
本
一
輝) 


